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【技術の概要】 

本工法は、火工品であるコンクリート用破砕器による

瞬間的な破砕効果を利用した場所打ちコンクリート杭の

杭頭処理工法である。本工法は、場所打ちコンクリート

杭を構築する際、水平方向に亀裂を進展させる水平仕切

り板と、その水平仕切り板上部のコンクリートに縦割れ

を起こす装薬ホルダーを予め杭の鉄筋籠に設置しておき、

杭体のコンクリートを打設する。一定の期間養生し杭頭

が露出した後、コンクリート用破砕器を装填して瞬時に

杭頭処理を完了させるものである。一方向の装薬作業の

みで、二方向の割れを瞬時かつ正確に制御するのが本工

法の特徴である。 

【技術開発の趣旨】 

場所打ちコンクリート杭の天端部分のコンクリート強

度を確保するために、一般にコンクリートを杭の天端位

置よりも余盛りし、硬化後にその余盛り部を解体撤去す

る杭頭処理が行われる。 

この杭頭処理の方法は、ブレーカによる解体と人力に

よる破砕作業を組み合わせた工法が主流であるが、振

動・騒音や作業員の過酷な作業環境が問題となっている。

また、杭頭処理に化学反応を利用した静的破砕工法も用

いられる場合もあるが、破砕効果が小さく、亀裂の制御

が難しいことや、亀裂の制御結果が掘削後まで分からな

いなど、結果的には大部分を人力作業に頼ることとなる。

そのため、本工法によって杭頭処理に要する工期の短縮

や従来工法（ブレーカ処理）に従事する作業員の劣悪環

境からの低減を図るとともに、瞬時に杭頭処理が完了す

ることから、騒音に対する周辺環境の改善に寄与するも

のである。 

【性能証明の内容】   

申込者が策定した動的破砕杭頭処理工法（DFP 工法）

設計・施工指針に基づいて処理された杭頭部の構造体コ

ンクリート強度が設計基準強度以上を有しているものと

判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装薬ホルダーと水平仕切り板の埋設概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杭頭処理完了後の破砕面（右上：破砕塊） 

 

動的破砕前後の圧縮強度試験結果 

品質基準強度 

（Ｎ/mm2） 

圧縮基準強度（Ｎ/mm2） 

破砕前 破砕後 

27 37.6 36.7 

 

 

【本技術の問合せ先】 

五洋建設株式会社     担当者：髙橋 祐一 E-mail：Yuuichi.Takahashi@mail.penta-ocean.co.jp 

〒112-8576 東京都文京区後楽 2-2-8 TEL：03-3817-7591  FAX：03-3817-7695 

 

 


